
農山漁村振興交付金
（情報通信環境整備対策）

整備計画の策定

令和４年度・５年度報告会資料

2024.03.18

1



整備計画の策定

北川村における情報通信環境整備対策については、令和4年度5年度の計画策定事業の結果を踏まえ、
令和７年度に農山漁村振興交付金（情報通信環境整備対策）の施設整備事業の実施を目指すことと
する。
なお、施設整備事業の実施に先立ち、令和６年度に以下の課題検討が必要である。

◎５Ｇの導入検討
ローカル５Ｇについては、令和４年度事業により費用面等の課題から導入は困難であるが、➀ＳＴＥＡＭ教育
の観点からは大容量の高速通信が可能となる５Ｇが最適であること、➁北川村は小・中学校をはじめ公共施設
の大半が野友地区に集中していることなどからキャリア５Ｇ基地局の積極的な誘致を検討する。

◎農道インフラ監視の検討
１ 監視すべき道路インフラの検討

北川村には、農道のほかにも県道、林道等の道路インフラが存在することから、これらの包括的監視につ
いて検討する。

２ データステーション（仮称）の検討
北川村の道路については通信環境が脆弱な地点が多いが、その通信環境改善は費用面から困難であること

から、インフラ監視に当たっては車載機器のメモリに一時保管したデータを必要な通信環境を整備した
データステーション（仮称）で受信し、クラウドに送信する方式が最適であることから、その設置場所及び
必要な機器等の選定を検討する。
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◎ 先進的スマート農業のための通信環境整備地区及び通信機器の選定検討
北川村では、高知大学と高知工科大学の共同研究成果であるAI分析による先進的スマート農業の導
入を目指いているが、そのためにはユズ圃場におけるWifi環境の整備が必須である。
このWifi環境の整備は北川村全域では費用面等で実現困難であるため、通信環境整備地区を選定し
村民のコンセンサスを得る必要がある。
また、当該整備は敷設済みの光ファイバー網に屋外型Wifiルーターを接続する方法とするが、ベン
ダーロックを回避する観点からWifiルーターはマルチベンダーの機種から選定することを検討する。
なお、データ収集用ドローンはソフトバンクが提供している高精度測位サービス「イチミル」を使
用するが、「イチミル」は通信キャリア（NTTdocomo、ＡＵ、Softbank）を特定する必要がないこと
から、農業者の希望に応じた通信キャリアでの利用が可能である。
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■技術的な観点だけではなく用途、費用面、導入条件等も加味した比較表を地点
毎に作成し、整備計画に必要な情報を提供する。

5．今後にむけて（令和４年度報告書抜粋）
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